
総取扱額

１１
％
減
の
４４２６
億
円
に

国
内
、前
月
比
７
ポ
イ
ン
ト
の
改
善

新幹線
利　用

山
陽
、九
州
と
も
に
好
調

Ｊ
Ｒ
西

発

表
　

開
業
効
果
で
７
月
は
前
年
超
え

可
夢
偉
を
日
帰
り
で
応
援

Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
が
鈴
鹿
ツ
ア
ー
発
売

　

ＫＮＴが沖縄キャンペーン
全社挙げ、１０月から来年３月まで

１０
％
増
の
７
万
¢}}}
人
送
客
へ

「
３９
」に
ち
な
ん
だ
特
典

Ｋ
Ｎ
Ｔ
　

首
都
圏
発
下
期「
メ
イ
ト
」

ＫＮＴが沖縄県、ＯＣＶＢと共催
ＭＩＣＥ誘致へセミナー

（３） 第２６２０号第３種郵便物認可２０１１年（平成２３年）８月１３日（土曜日）

６月分

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
こ
の
ほ
ど
欷
瀾
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
全

社
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
欹
た
の
シ
欟
サ
欟
お
き
な
わ
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
飮
を
展
開
す
る
と
発

表
し
た
盜
期
間
中
欷
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
活
動
な
ど
を
積

極
的
に
展
開
し
欷
前
年
同
期
比
９
・
６
％
増
と
な
る
７
万
８
千
人
の
送
客
を
目
指
す
盜

滞
在
欷
リ
ゾ
欟
ト
型
の
国
内
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
注
目
さ
れ
る
中
欷
日
本
を
代
表
す
る

滞
在
型
リ
ゾ
欟
ト
で
あ
る
沖
縄
の
魅
力
を
従
来
以
上
に
ア
ピ
欟
ル
す
る
こ
と
で
欷
国

内
旅
行
の
需
要
拡
大
を
図
る
考
え
だ
盜

キャラクターの阿吽シーサーズをあしらった
キャンペーンロゴ

国
内
旅
行
煦
％
減

阪
急
交
通
社

　
阪
急
交
通
社
が
４
日
発
表

し
た
６
月
の
旅
行
取
扱
額
は

前
年
同
月
比
烱
・
６
％
減
の

３
０
９
億
２
９
９
９
万
円
盜

う
ち
欷
国
内
旅
行
は
欹
徐
々

に
回
復
し
て
い
る
も
の
の
欷

全
体
的
に
前
年
を
下
回
り
飮

歉
同
社
歐
欷
煦
・
１
％
減
の

犁
億
９
６
９
４
万
円
に
す
ぎ

な
か
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
ア
ジ
ア
な

ど
は
前
年
を
上
回
り
欷
欧
州

も
前
年
並
み
ま
で
戻
檸
て
き

た
が
欷
瀾
・
４
％
減
の
２
３

２
億
円
３
１
５
６
万
円
に
盜

外
国
人
旅
行
は
原
発
事
故
の

影
響
が
依
然
大
き
く
欷
猖
・

４
％
減
の
１
５
０
万
円
盜

値
ご
ろ
感
あ
る

京
都
欷奈
良
商
品

ト
蘖
プ
ツ
ア
欟

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
は
９
日
欷

往
復
の
Ｊ
Ｒ
と
宿
泊
が
セ
蘖

ト
に
な
檸
た
首
都
圏
発
の
京

都
欷
奈
良
方
面
フ
リ
欟
プ
ラ

ン
商
品
を
発
売
し
た
盜
旅
行

代
金
を
１
泊
２
日
２
万
３
千

円
か
ら
と
値
ご
ろ
感
あ
る
価

格
に
設
定
し
た
ほ
か
欷
京
都

銘
菓
欹
八
ツ
橋
飮
の
無
料
サ

欟
ビ
ス
な
ど
を
付
け
た
点
も

特
徴
盜

　
出
発
日
は
瀾
月
１
日
か
ら

来
年
１
月
４
日
ま
で
設
定
盜

　
宿
泊
施
設
は
旅
館
の
ほ

か
欷
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
シ

テ
檪
ホ
テ
ル
な
ど
燔
軒
か
ら

選
べ
る
盜

　
観
光
庁
が
５
日
発
表
し
た

今
年
６
月
の
主
要
旅
行
業
爐

社
の
旅
行
取
扱
額
は
欷
総
取

扱
額
が
前
年
同

月
比
瀲
・
０
％

減
の
４
４
２
５

億
８
８
７
０
万

円
だ
檸
た
盜
４

カ
月
連
続
で
前

年
比
減
盜
内
訳
は
欷
国
内
旅

行
が
同
瀾
・
０
％
減
の
２
７

５
０
億
２
５
７
万
円
欷
海
外

旅
行
が
同
瀲
・
６
％
減
の
１

６
４
６
億
１
５
７
４
万
円
欷

外
国
人
旅
行
が
同
熹
・
７
％

減
の
焙
億
７
０
３
９
万
円
だ

檸
た
盜
海
外
旅
行
は
横
ば
い

が
続
い
た
が
欷
国
内
旅
行
は

５
月
よ
り
も
７
瓜
程
度
欷
外

国
人
旅
行
も
５
月
か
ら
約
炒

瓜
そ
れ
ぞ
れ
改
善
し
た
盜

　
国
内
旅
行
は
４
カ
月
連
続

で
前
年
割
れ
盜
取
り
扱
い
燼

社
中
炙
社
が
前
年
同
月
を
上

回
檸
た
盜欹
西
日
本
欷
九
州
方

面
商
品
が
好
調
飮
と
観
光
産

業
課
盜
回
復
基
調
に
は
あ
る

も
の
の
欷
前
年
並
み
ま
で
は

回
復
し
な
か
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
爍
社
中
瀲

社
が
前
年
を
超
え
た
盜

　
外
国
人
旅
行
は
取
り
扱
い

煖
社
中
９
社
が
前
年
の
取
扱

額
を
上
回
檸
た
盜

　
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン
ド
の
取

り
扱
い
状
況
は
欷
総
取
扱
額

が
同
灣
・
８
％
減
の
７
６
４

億
６
７
８
０
万
円
だ
檸
た
盜

内
訳
は
欷
国
内
旅
行
が
同
灑

・
３
％
減
の
４
３
０
億
１
１

９
７
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同

炒
・
２
％
減
の
３
３
３
億
４

６
６
９
万
円
欷
外
国
人
旅
行

が
同
爼
・
３
％
減
の
１
億
９

１
４
万
円
だ
檸

た
盜
取
り
扱
い

人
数
は
欷
国
内

旅
行
が
同
炒
・

４
％
減
の
２
３

６
万
６
０
４
０

人
欷
海
外
旅
行
は
同
１
５
・

７
％
減
の
焉
万
２
２
４
７

人
欷
外
国
人
旅
行
は
同
爼
・

４
％
減
の
５
０
３
８
人
で
欷

合
計
が
同
炒
・
２
％
減
の
２

３
６
万
６
０
４
０
人
盜

　
欹
沖
縄
で
の
ん
び
り
ゆ
檸

く
り
楽
し
む
飮
こ
と
を
消
費

者
に
想
起
さ
せ
る
よ
う
欷
沖

縄
の
魔
よ
け
と
し
て
知
ら
れ

る
伝
説
の
動
物欹
シ
欟
サ
欟
飮

を
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
名
に
組
み

込
ん
だ
盜

　
個
人
旅
行
で
は
欷
国
内
企

画
旅
行
商
品
ブ
ラ
ン
ド
欹
メ

イ
ト
飮
と
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト

専
用
商
品
で
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

を
展
開
盜
瀾
月
烟
欷
烋
日
に

沖
縄
県
で
開
催
の
民
俗
芸
能

イ
ベ
ン
ト
欹
琉
球
の
祭
典
飮

の
メ
欟
ン
イ
ベ
ン
ト
欹
琉
球

の
宴
飮
で
の
メ
イ
ト
専
用
桟

敷
席
の
設
置
や
エ
ス
コ
欟
ト

専
用
商
品
の
造
成
欷
販
売
な

ど
を
行
う
盜
専
用
休
憩
所
の

提
供
な
ど
欷
メ
イ
ト
利
用
特

典
も
充
実
さ
せ
る
盜

　
団
体
向
け
に
は
欷
琉
球
の

祭
典
へ
の
参
加
や
企
画
提
案

を
行
う
ほ
か
欷
宿
泊
施
設
や

観
光
施
設
欷
交
通
機
関
と
タ

イ
ア
蘖
プ
し
て
キ
櫺
ン
ペ
欟

ン
特
別
料
金
を
設
定
し
欷
値

ご
ろ
感
あ
る
企
画
の
提
案
も

行
う
盜

　
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
関
連
で

は
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ

上
へ
の
専
用
ペ
欟
ジ
の
開
設

の
ほ
か
欷
現
地
の
契
約
タ
ク

シ
欟
欷
バ
ス
会
社
の
各
車
両

へ
の
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
ス
テ
蘖

カ
欟
の
貼
付
欷
観
光
ス
ポ
蘖

ト
で
の
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
ロ
ゴ

入
り
チ
櫪
ア
欟
の
設
置
な
ど

を
行
う
盜
ス
テ
蘖
カ
欟
や
ミ

ニ
の
ぼ
り
な
ど
の
販
促
グ
蘖

ズ
に
は
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
キ
櫺

ラ
ク
タ
欟
で
あ
る
欷
シ
欟
サ

欟
を
モ
デ
ル
に
し
た
欹
阿あ

吽う
ん

シ
欟
サ
欟
ズ
飮
を
あ
し
ら
い
欷

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
周
知
に
活
用

す
る
考
え
だ
盜

　
販
売
目
標
人
数
の
内
訳

は
欷
個
人
旅
行
が
前
年
比
９

・
６
％
増
の
６
万
２
６
０
０

人
欷
団
体
旅
行
が
同
９
・
６

％
増
の
１
万
５
４
０
０
人
盜

歇
小
林
茉
莉
歃

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
は
こ
の
ほ
ど
欷

メ
イ
ト
の
首
都
圏
発
商
品
を

発
売
し
た
盜
メ
イ
ト
燻
周
年

に
合
わ
せ
欷
欹
燻
飮
に
ち
な

ん
だ
特
典
を
付
け
た
プ
ラ
ン

な
ど
を
ラ
イ
ン
ア
蘖
プ
し
た

ほ
か
欷
同
社
が
瀾
月
か
ら
展

開
す
る
全
社
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

欹
た
の
シ
欟
サ
欟
お
き
な
わ

キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
飮
に
絡
め
て

沖
縄
方
面
商
品
を
充
実
盜
需

要
喚
起
に
つ
な
げ
た
い
考
え

だ
盜

　
エ
ス
コ
欟
ト
商
品
欷
フ
リ

欟
プ
ラ
ン
型
個
人
旅
行
商

品
欷
宿
泊
企
画
商
品
の
ほ
か
欷

設
定
日
限
定
な
ど
の
商
品
を

集
め
た
欹
ウ
櫪
ブ
ち
ら
し
飮

な
ど
を
展
開
す
る
盜

　
燻
周
年
関
連
プ
ラ
ン
の
う

ち
フ
リ
欟
プ
ラ
ン
型
個
人
旅

行
欹
パ
欟
ソ
ナ
リ
蘖
プ
飮
の

東
北
方
面
商
品
で
は
欷
３
９

０
円
で
見
学
し
た
り
飲
食
し

た
り
で
き
る
オ
プ
シ
欖
ン

欹
サ
ン
キ
欒
欟
オ
プ
シ
欖

ン
飮
を
先
着
５
千
人
分
用
意
盜

例
え
ば
小
岩
井
農
場
の
入
園

券
と
ソ
フ
ト
ク
リ
欟
ム
欷
ト

ロ
馬
車
体
験
の
通
常
１
３
５

０
円
相
当
を
３
９
０
円
で
体

験
で
き
る
よ
う
に
し
た
盜

　
沖
縄
商
品
で
は
欷
現
地
価

格
３
９
９
０
円
の
シ
欒
ノ
欟

ケ
ル
ツ
ア
欟
や
通
常
５
千
円

の
ホ
エ
欟
ル
ウ
櫻
蘖
チ
ン
グ

に
５
０
０
円
で
参
加
で
き
る

な
ど
の
お
得
感
あ
る
オ
プ
シ

欖
ン
プ
ラ
ン
を
多
数
そ
ろ
え

た
盜

　
こ
の
ほ
か
早
期
割
引
を
爛

日
前
か
ら
炙
日
前
ま
で
８
パ

タ
欟
ン
ラ
イ
ン
ア
蘖
プ
盜
部

屋
の
グ
レ
欟
ド
ア
蘖
プ
や
宿

泊
料
金
の
割
引
な
ど
の
特
典

を
用
意
し
た
盜

　
佐
々
木
隆
之
Ｊ
Ｒ
西
日
本

社
長
は
７
月
焜
日
の
記
者
会

見
で
欷
山
陽
新
幹
線
と
九
州

新
幹
線
の
利
用
状
況
を
発
表

し
た
盜
山
陽
新
幹
線
の
利
用

状
況
は
４
月
が
前
年
比
猗

％
欷
５
月
は
猝
％
だ
が
欷
６

月
は
１
０
５
％
欷
７
月
は
烽

日
ま
で
の
速
報
で
１
０
７
％

と
好
調
盜
要
因
と
し
て
は
欷
九

州
新
幹
線
開
業
の
効
果
が
大

き
く
現
れ
て
い
る
こ
と
と
欷

新
大
阪
近
辺
の
東
海
道
新
幹

線
の
利
用
状
況
が
回
復
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
盜

　
小
倉
殳
博
多
駅
間
の
利
用

状
況
は
欷
開
業
後
か
ら
７
月

烽
日
ま
で
で
同
１
１
８
％
と

２
ケ
タ
の
伸
び
盜
５
月
以
降

は
１
２
０
％
台
を
維
持
し
欷

好
調
に
推
移
し
て
い
る
盜

　
今
年
度
第
１
四
半
期
の
九

州
新
幹
線
の
収
入
面
で
の
寄

与
額
に
つ
い
て
は
約
熄
億

円
盜
年
間
寄
与
額
に
つ
い
て

は
欷
下
期
の
円
高
欷
電
力
不

足
欷
増
税
と
い
檸
た
不
透
明

な
要
素
を
考
慮
し
て
も
欷
当

初
の
狆
億
円
を
上
回
る
１
２

０
億
円
に
な
る
見
通
し
盜

　
今
年
度
の
通
期
業
績
予
想

で
は
欷
運
輸
収
入
を
７
２
３

０
億
円
か
ら
７
３
５
０
億
円

へ
上
方
修
正
し
た
盜

欧
州
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン
で

集
客
４
％
増
見
込
む

日
旅
海
外
パ
蘖
ク

下
期
商
品
を
発
売

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

今
年
度
下
半
期
歉
瀾
月
殳
来

年
３
月
歐
の
海
外
パ
蘖
ケ
欟

ジ
旅
行
欹
マ
蘖
ハ
飮
欹
ベ
ス

ト
ツ
ア
欟
飮
を
発
売
し
た
盜

ヨ
欟
ロ
蘖
パ
キ
櫺
ン
ペ
欟
ン

の
展
開
で
同
方
面
の
商
品
を

強
化
し
た
ほ
か
欷
マ
蘖
ハ
の

発
売
熄
周
年
を
記
念
し
た
特

別
企
画
を
実
施
盜
全
方
面
で

前
年
同
期
比
４
％
増
欷
烱
万

２
千
人
の
集
客
を
目
指
す
盜

　
ヨ
欟
ロ
蘖
パ
商
品
で
は
欷

６
欷
７
日
の
コ
欟
ス
を
主
体

に
し
た
欹
気
軽
に
檸
ヨ
欟
ロ

蘖
パ
飮
を
新
た
に
発
売
盜
年

々
需
要
が
高
ま
檸
て
い
る
ク

リ
ス
マ
ス
の
ヨ
欟
ロ
蘖
パ
商

品
も
拡
充
さ
せ
た
盜

　
マ
蘖
ハ
熄
周
年
企
画
は

欹
品
質
に
こ
だ
わ
檸
た
旅
飮

と
し
て
欷
専
属
ベ
テ
ラ
ン
ガ

イ
ド
の
案
内
や
新
幹
線
の
ビ

ジ
ネ
ス
車
両
・
１
等
席
を
用

意
し
た
台
湾
５
日
間
と
韓
国

４
日
間
を
設
定
盜

　
ハ
ネ
ム
欟
ン
と
海
外
挙
式

商
品
も
強
化
し
欷
ヨ
欟
ロ
蘖

パ
で
は
コ
欟
ス
を
大
幅
拡

充
欷
ハ
ワ
イ
・
グ
ア
ム
で
は

早
期
申
し
込
み
の
割
引
特
典

な
ど
を
用
意
し
た
盜

　
方
面
別
の
販
売
目
標
は
欷

ア
ジ
ア
８
万
８
千
人
欷
ヨ
欟

ロ
蘖
パ
４
万
７
千
人
欷
グ
ア

ム
・
サ
イ
パ
ン
１
万
５
千
人
欷

ハ
ワ
イ
１
万
人
な
ど
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
尼
崎
支
店

は
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
欟
の
小
林

可
夢
偉歉
ザ
ウ
バ
欟
所
属
歐
選

手
の
凱
旋
レ
欟
ス
で
あ
る

欹
Ｆ
１
世
界
選
手
権
第
炒
戦

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
飮歉
瀾
月
９

日
決
勝
欷
鈴
鹿
サ
欟
キ
蘖
ト
歐

を
観
戦
す
る
応
援
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
欟
を
発
売
し
た
盜

　
可
夢
偉
選
手
は
尼
崎
出
身

で
欷
観
光
庁
の
ス
ポ
欟
ツ
マ

イ
ス
タ
欟
に
も
認
定
盜
地
元

へ
の
思
い
は
強
く
欷
昨
夏
は

尼
崎
市
長
の
表
敬
訪
問
や
生

ま
れ
育
檸
た
地
元
・
三
和
本

通
商
店
街
で
凱
旋
パ
レ
欟
ド

を
行
う
な
ど
欷
尼
崎
の
魅
力

の
発
信
に
も
力
を
注
ぐ
盜

　
応
援
日
帰
り
ツ
ア
欟
は
尼

崎
市
発
着
盜
旅
行
代
金
は
観

戦
チ
ケ
蘖
ト
と
往
復
バ
ス
代

を
含
ん
で
大
人
１
人
３
万
２

千
円
盜
子
供歉
中
学
生
以
下
歐

は
１
万
円
盜
可
夢
偉
選
手
が

子
供
た
ち
を
鈴
鹿
サ
欟
キ
蘖

ト
に
招
待
す
る
チ
櫺
リ
テ
檪

欟
活
動
を
行
檸
て
い
る
こ
と

か
ら
欷
今
回
の
バ
ス
ツ
ア
欟

で
は
子
供
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
大
人
の
３
分
の
１
の
旅

行
代
金
で
設
定
し
た
盜

　
鈴
鹿
サ
欟
キ
蘖
ト
で
は

欹
小
林
可
夢
偉
　
特
別
応
援

席
飮
で
観
戦
盜
帽
子
や
Ｔ
シ

櫺
ツ
欷
フ
ラ
蘖
グ
な
ど
オ
フ

檪
シ
櫺
ル
応
援
グ
蘖
ズ
に
加

え
欷
特
製
の
応
援
ト
欟
ト
バ

蘖
グ
が
付
く
盜
応
援
ツ
ア
欟

の
早
朝
出
発
に
備
え
欷
尼
崎

市
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
プ
ラ
ン

も
用
意
し
て
い
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
が
尼
崎
市

か
ら
の
受
託
事
業
で
運
営
し

て
い
る
欹
街
の
み
ど
こ
ろ
ご

案
内
所
歡
あ
ま
か
ん
歸
飮
で

は
欷
ゆ
か
り
の
地
を
掲
載
し

た
欹
カ
ム
イ
Ｍ
Ａ
Ｐ
飮
の
作

成
も
計
画
し
て
い
る
盜

　
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
Ｋ
Ｎ
Ｔ
歐
と
沖
縄
県
と
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
ビ

欒
欟
ロ
欟
歉
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
歐
は

２
日
欷
東
京
都
港
区
の
シ
櫪

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京
で
欷

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
欷
開
催
推

進
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
欟

欹
沖
縄
イ
ン
セ
ン
テ
檪
ブ
セ

ミ
ナ
欟
飮
を
開
い
た
盜
そ
ろ

い
の
か
り
ゆ
し
ウ
エ
ア
を
着

た
Ｋ
Ｎ
Ｔ
社
員
が
企
業
関
係

者
約
犢
人
を
迎
え
て
沖
縄
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
魅
力
を
ア
ピ
欟

ル
盜
沖
縄
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
パ

欟
テ
檪
欟
の
体
験
Ｐ
Ｒ
も
行

い
欷
開
催
を
訴
え
た
盜

　
沖
縄
県
欷
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
で
は

各
旅
行
会
社
と
共
催
で
行
う

同
セ
ミ
ナ
欟
を
瀘
年
に
初
開

催
し
欷
今
回
が
８
回
目
盜
Ｋ

Ｎ
Ｔ
が
共
催
す
る
の
は
欷
瀰

年
に
続
き
２
回
目
と
な
る
盜

　
第
１
部
で
は
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
観

光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン
推
進

部
の
照
屋
美
奈
子
氏
が
欷
沖

縄
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
７
つ
の
魅
力

を
発
表
盜
こ
の
う
ち
沖
縄
な

ら
で
は
の
チ
欟
ム
ビ
ル
デ
檪

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
欷

ビ
欟
チ
オ
リ
ン
ピ
蘖

ク
や
マ
ン
グ
ロ
欟
ブ

の
植
樹
体
験
な
ど
を

紹
介
し
た
ほ
か
欷
昨

年
実
験
的
に
行
檸
た

欹
美
ら
海
水
族
館
飮

の
大
水
槽
前
で
の
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
パ
欟
テ
檪
欟

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も

Ｐ
Ｒ
し
た
盜
ま
た

欹
明
日
か
ら
使
え
る

簡
単
チ
欟
ム
ビ
ル
デ

檪
ン
グ
飮
と
題
し
て
欷
ス
パ
ゲ

テ
檪
な
ど
を
使
檸
た
タ
ワ
欟

づ
く
り
に
よ
る
チ
欟
ム
ビ
ル

デ
檪
ン
グ
体
験
も
行
檸
た
盜

　
第
２
部
で
は
欷
欹
従
来
の

テ
欟
マ
パ
欟
テ
檪
欟
で
は
あ

ま
り
使
わ
れ
て
お
ら
ず
新
鮮

味
が
あ
る
飮
歉
時
田
毅
・
Ｋ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
事
業
本
部
カ
ン

パ
ニ
欟
事
業
本
部
課
長
歐
と

し
て
欹
離
島
飮
を
イ
メ
欟
ジ

し
て
会
場
を
装
飾
し
欷
欹
島

唄
欷
島
酒
欷
島
時
間
飮
を
テ

欟
マ
に
し
た
体
験
型
Ｐ
Ｒ
パ

欟
テ
檪
欟
を
行
檸
た
盜
沖
縄

名
物
の
泡
盛
の
飲
み
比
べ
コ

欟
ナ
欟
‖
写
真
‖
や
記
念
撮

影
コ
欟
ナ
欟
な
ど
も
設
け
欷

実
際
の
パ
欟
テ
檪
欟
の
雰
囲

気
を
再
現
し
た
盜

　
セ
ミ
ナ
欟
に
は
平
田
大
一

・
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
欟

ツ
部
長
も
参
加
盜
平
田
部
長

は
欹
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

観
光
需
要
の
低
迷
は
欷
本
県

の
観
光
魅
力
を
見
直
す
機
会

と
な
檸
た
盜
今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
ド
ラ
マ歡
テ
ン
ペ
ス
ト
歸

の
放
映
な
ど
欷
沖
縄
の
イ
メ

欟
ジ
を
発
信
す
る
絶
好
の
チ

櫺
ン
ス
盜
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
沖
縄

ら
し
さ
を
ア
ピ
欟
ル
で
き
る

重
要
な
機
会
な
の
で
欷
海
な

ど
の
沖
縄
ら
し
い
景
観
や
伝

統
文
化
を
生
か
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た

い
飮
と
語
檸
た
盜

　
同
県
で
の
昨
年
度
の
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
開
催
実
績
は
集
計
中
だ

が
欷
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
欖
ン

セ
ン
タ
欟
欷
万
国
津
梁
館
で

の
会
議
件
数
は
５
９
８
件
欷

６
万
７
９
８
６
人
盜
今
年
度

は
６
３
０
件
欷
７
万
７
千
人

の
取
り
扱
い
を
目
標
と
し
て

い
る
と
い
う
盜

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
で
は
瀾
月
か
ら
沖

縄
に
焦
点
を
当
て
た
全
社
キ

櫺
ン
ペ
欟
ン
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
欷
今
回
の
セ

ミ
ナ
欟
参
加
者
に
向
け
欷
沖

縄
で
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
を
継

続
的
に
働
き
か
け
て
い
く
考

え
だ
盜


